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西
行
の
「
六
道
寄
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
〉
ω
ε
身
o
h
ω
巴
讐
O
、
ω
、
．
国
O
国
q
U
O
臣
．
．

　
　
　
一
　
は
じ
め
に

　
西
行
の
『
山
家
集
』
中
、
雑
部
の
な
か
に
は
、
「
六
道
寄
よ
み
け
る
に
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

詞
書
と
と
も
に
、
六
道
歌
六
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
六
道
と
は
、
衆
生
が
生
前
に

自
ら
作
っ
た
業
に
よ
っ
て
生
死
を
繰
り
返
す
六
つ
の
世
界
、
す
な
わ
ち
、
地
獄
・
餓

鬼
・
畜
生
・
修
羅
（
阿
修
羅
と
も
）
・
人
間
・
天
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

ま
ず
、
『
山
家
集
』
か
ら
六
道
歌
を
前
も
っ
て
揚
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
地
獄

　
①
つ
み
人
の
し
ぬ
る
よ
も
な
く
も
ゆ
る
ひ
の
た
き
ゴ
な
る
ら
ん
こ
と
そ
か
な
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
九
七
）

　
　
　
　
　
餓
鬼

　
②
あ
さ
夕
の
こ
を
や
し
な
ひ
に
す
と
き
け
ぼ
く
に
す
ぐ
れ
て
も
か
な
し
か
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
博
士
後
期
課
程
　
日
本
文
学
専
攻
　
一
九
九
五
年
度
入
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
　
任
　
　
　
仲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヨ
冒
昌
α
q
国
目
≦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
九
八
）

　
　
　
　
畜
生

③
か
ぐ
ら
う
た
に
く
さ
と
り
か
う
は
い
た
け
れ
ど
猶
そ
の
こ
ま
に
な
る
こ
と
は
う

　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
九
九
）

　
　
　
　
修
羅

④
よ
し
な
し
な
あ
ら
そ
ふ
こ
と
を
た
て
に
し
て
い
か
り
を
の
み
も
む
す
ぶ
心
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
〇
〇
）

　
　
　
　
人

⑤
あ
り
が
た
き
人
に
な
り
け
る
か
ひ
あ
り
て
さ
と
り
も
と
む
る
心
あ
ら
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
〇
一
）

　
　
　
　
天

⑥
く
も
の
う
へ
の
た
の
し
み
と
て
も
か
ひ
そ
な
き
さ
て
し
も
や
が
て
す
み
し
は
て

　
ね
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
〇
二
）
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こ
の
よ
う
に
、
右
に
揚
げ
た
西
行
の
六
道
歌
は
、
作
歌
年
代
が
明
ら
か
で
な
い
歌

群
で
あ
る
。
こ
の
作
歌
年
代
に
つ
い
て
、
久
保
田
淳
氏
は
、
内
乱
を
経
験
し
た
西
行

が
出
家
者
の
立
場
で
詠
ま
れ
た
そ
の
よ
う
な
釈
教
歌
の
類
と
し
て
、
「
も
っ
と
も
、

詠
ま
れ
た
時
期
は
大
部
分
不
明
で
あ
る
。
保
元
の
乱
以
前
の
作
も
混
じ
っ
て
い
る
か

　
　
　
　
（
2
）

も
し
れ
な
い
。
」
と
さ
れ
、
保
元
の
乱
（
＝
五
六
）
前
後
の
作
品
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

　
西
行
の
六
道
歌
の
他
に
も
、
同
時
代
の
寂
然
、
良
経
、
慈
円
も
、
六
道
の
迷
い
の

世
界
に
、
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
、
仏
の
四
つ
の
さ
と
り
の
世
界
を
加
え
た
十
界
の
歌

を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
十
界
詠
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
唯
心
房
集
』
（
書
陵
部
蔵
本
）
に

「
十
法
界
」
と
題
し
て
十
一
～
二
〇
番
に
、
『
秋
篠
月
清
集
』
（
定
家
本
）
に
「
十
題

百
首
」
の
う
ち
、
「
釈
教
十
首
十
界
」
と
し
て
二
九
一
～
三
〇
〇
番
に
、
『
拾
玉
集
』

（
書
陵
部
蔵
本
）
に
「
春
日
百
首
草
」
の
う
ち
、
「
十
界
」
と
し
て
、
二
七
四
三
～
二

七
五
二
番
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
三
人
と
も
に
天
台
の
十
界
互
具
の
思
想
に

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

基
づ
い
て
、
「
十
如
是
」
の
歌
も
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
、
注
意
し
て
お
き
た
い
の

は
、
寂
然
、
良
経
、
慈
円
の
十
界
詠
と
十
如
是
詠
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
に
収
め
ら

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
西
行
は
六
道
歌
の
み
詠
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
本
稿
で
は
、
西
行
の
六
道
歌
を
中
心
と
し
て
、
経
典
類
及
び
他
の
文
学
作
品
に
見

え
る
六
道
思
想
と
を
照
合
し
な
が
ら
、
寂
然
、
良
経
、
慈
円
の
十
界
詠
の
う
ち
、
六

道
詠
を
結
び
つ
け
て
考
察
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

二
　
「
六
道
思
想
」
に
つ
い
て

ま
ず
、
西
行
の
六
道
歌
の
検
討
に
入
る
前
に
、
経
典
類
と
文
学
作
品
に
現
れ
て
い

る
六
道
思
想
が
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
描
か
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
触
れ

て
お
き
た
い
。

　
六
道
思
想
は
、
も
と
も
と
仏
教
に
先
立
っ
て
古
代
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
が
、
阿
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

羅
を
除
い
た
五
道
輪
廻
を
説
く
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
は
五
趣
生
死
輪
廻
図
が
描
か
れ

た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
徐
々
に
仏
教
に
も
受
容
さ
れ
、
『
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

華
経
』
の
序
品
で
「
諸
世
界
中
　
六
道
衆
生
」
と
説
い
て
、
釈
迦
が
六
道
の
衆
生
の

姿
を
示
し
た
が
、
六
道
思
想
の
背
景
に
は
法
華
経
信
仰
と
と
も
に
、
観
音
に
よ
る
六

道
救
済
が
考
え
ら
れ
、
世
に
広
ま
っ
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
典
を
見
る

と
、
阿
修
羅
を
除
い
た
五
道
だ
け
を
説
い
て
い
る
場
合
が
多
く
目
立
つ
。
例
え
ぽ
、

『
大
方
等
大
集
経
』
に
「
所
謂
五
道
衆
生
」
と
し
、
世
親
の
『
倶
舎
論
』
分
別
世
品

に
は
「
地
獄
傍
生
鬼
　
人
及
六
欲
天
（
中
略
）
自
名
説
二
五
趣
一
」
と
す
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
「
傍
生
」
は
「
畜
生
」
で
あ
り
、
「
鬼
」
は
「
餓
鬼
」
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
ま
た
、
『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
』
巻
三
、
『
喩
伽
師
地
論
』
巻
四
、
『
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

正
理
論
』
巻
二
な
ど
も
、
同
じ
く
五
趣
と
三
界
を
結
び
つ
け
て
説
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
、
五
道
説
を
説
い
て
い
る
経
典
に
対
し
て
、
『
大
智
度
論
』
巻
三
十
に

は
次
の
よ
う
な
問
答
が
見
え
る
。

問
日
。
経
説
レ
有
二
五
道
一
。
云
何
言
二
六
道
一
。
答
日
。
仏
去
久
経
流
遠
。
法
伝

五
百
年
後
。
多
有
二
別
異
一
部
部
不
レ
同
。
或
言
二
五
道
一
或
言
二
六
道
一
若
説
レ
五

者
。
於
二
仏
経
一
廻
レ
文
説
レ
五
。
若
説
レ
六
者
。
於
二
仏
経
｝
廻
レ
文
説
レ
六
。
又
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

詞
衛
中
法
華
経
説
レ
有
二
六
趣
衆
生
一
。
観
二
諸
旨
応
レ
有
二
六
道
。

六
道
と
す
れ
ぽ
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
の
三
悪
道
と
、
阿
修
羅
、
人
、
天
の
三
善
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道
に
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
に
分
か
れ
る
が
、
五
道
だ
と
善
道
が
人
、
天
二
つ
し
か
な
い
の

で
、
上
中
下
に
区
別
で
き
な
い
と
し
て
、
六
道
を
よ
し
と
さ
れ
、
そ
の
根
拠
と
し
て

『
法
華
経
』
が
説
く
「
六
趣
衆
生
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
や
日
本

に
お
い
て
は
、
大
乗
仏
教
の
影
響
か
ら
六
道
説
が
一
般
に
普
及
し
て
お
り
、
五
道
説

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
平
安
中
期
以
後
六
道
思
想
の
普
及
に
最

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
や
は
り
源
信
の
『
往
生
要
集
』
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
そ
の
巻
頭
の
「
厭
離
種
土
」
で
描
か
れ
た
た
六
道
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
様
々

な
経
典
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
六
道
の
な
か
で
も
三
悪
道
の
生
々
し
い
描
写
は
、
当

時
の
人
々
に
現
世
に
お
け
る
罪
科
の
恐
ろ
し
さ
を
認
識
さ
せ
た
の
に
違
い
な
い
。

　
そ
し
て
、
そ
の
『
往
生
要
集
』
の
な
か
の
六
道
に
関
す
る
記
述
部
分
を
、
眼
に
見

え
る
よ
う
な
形
で
示
し
た
の
が
絵
画
で
あ
っ
た
。
『
六
道
絵
相
略
縁
起
』
（
聖
衆
来
迎

寺
蔵
）
の
序
文
に
よ
る
と
、

抑
モ
此
ノ
絵
相
ノ
由
来
ヲ
尋
ヌ
レ
バ
、
恵
心
僧
都
、
末
世
／
愚
悪
ノ
凡
夫
ノ
為

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ン
グ
　

二
、
厭
離
機
土
欣
求
浄
土
ノ
経
教
及
ヒ
／
諸
ロ
ノ
経
論
ノ
中
ヨ
リ
、
勘
要
ノ
文
意

ヲ
取
集
メ
三
巻
ト
／
ナ
シ
、
往
生
要
集
ト
名
ッ
ケ
テ
、
専
ラ
易
行
念
仏
ヲ
弧
遡
勧

／
進
シ
玉
フ
、
（
中
略
）
時
二
我
朝
円
醍
院
ノ
御
叡
覧
二
献
へ
玉
フ
、
ム
ベ
ナ
ル

哉
ナ
、
／
帝
尊
信
ノ
余
リ
女
后
婦
人
ノ
為
二
此
書
ノ
事
相
ヲ
絵
二
顕
サ
ソ
ト
／
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ダ
ロ

召
レ
思
、
即
チ
恵
心
僧
都
二
談
シ
、
是
代
天
下
二
名
在
ル
巨
勢
金
』
岡
二
命
シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

恵
心
都
レ
僧
指
揮
シ
テ
図
画
シ
奉
リ
玉
ヘ
リ
、

　
と
記
し
て
、
円
融
法
皇
の
勅
に
よ
り
、
『
往
生
要
集
』
大
文
一
「
厭
離
種
土
」
の

内
容
に
依
拠
し
て
図
絵
さ
れ
た
も
の
が
聖
衆
来
迎
寺
の
十
界
図
（
六
道
絵
と
も
呼
ぽ

れ
る
）
で
あ
り
、
こ
の
絵
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
以
後
様
々
な
六
道
絵
が
描
か
れ
る

よ
う
に
な
る
。
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
、
聖
衆
来
迎
寺
の
十
界
図
、
禅
林
寺
の
十

界
図
、
蓮
華
王
院
の
六
道
絵
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他
に
『
地
獄
草
紙
』
『
餓
鬼
草
紙
』

　
　
（
9
）

『
病
草
紙
』
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
西
行
の
六
道
歌
も
当
然
な
が
ら
、
『
往
生
要

集
』
が
も
つ
六
道
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
六
道
絵
、
十
界
図
に
触
発
さ
れ
て
詠
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
西
行
だ
け
で
は
な
く
、
寂
然
、
良
経
、
慈

円
の
十
界
詠
で
も
、
し
ぼ
し
ぼ
共
通
の
認
識
や
描
写
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
平
安
、
鎌
倉
時
代
の
文
学
作
品
に
語
ら
れ
る
六
道
思
想
に
つ
い
て
少
し

言
及
し
て
お
き
た
い
。
六
道
思
想
の
全
体
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
や
は
り
六
道
輪
廻

が
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
目
立
つ
。
例
え
ば
、
『
日
本
霊
異
記
』
上
、
第
二
一
に
「
畜

生
を
見
ゆ
る
と
難
も
、
而
も
我
が
過
去
の
父
母
な
り
。
六
道
の
四
生
は
、
我
が
生
ま

れ
し
家
な
り
。
故
に
、
慈
悲
元
く
あ
る
べ
か
ら
ず
。
」
と
あ
り
、
『
三
宝
絵
詞
』
下
、

巻
二
六
に
も
「
六
道
衆
生
ハ
皆
是
先
世
ノ
我
父
母
也
。
」
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
沙

石
集
』
に
衆
生
が
六
道
に
生
死
を
繰
り
返
し
て
、
そ
の
眠
り
か
ら
目
覚
め
な
い
こ
と

を
「
六
道
の
長
夜
の
夢
」
と
す
る
。
『
平
家
物
語
』
の
灌
頂
巻
は
、
建
礼
門
院
が
自

己
の
一
生
を
回
顧
し
な
が
ら
、
「
六
道
の
沙
汰
」
と
題
さ
れ
る
章
段
で
、
自
分
は
現

世
に
お
い
て
六
道
の
世
界
を
見
た
と
語
っ
て
い
る
。
和
歌
の
方
を
見
る
と
、
「
む
つ

の
道
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

あ
さ
ま
し
や
ち
よ
の
法
に
も
あ
は
ず
し
て
六
の
み
ち
に
も
ま
ど
ひ
ぬ
る
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
散
木
奇
歌
集
・
九
一
九
）

今
は
よ
も
ま
ど
ひ
す
て
玉
し
六
の
道
に
か
へ
ら
じ
も
の
を
五
相
成
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拾
玉
集
・
二
〇
八
〇
）
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思
ひ
と
け
ぽ
心
に
つ
く
る
六
の
道
を
い
と
ふ
そ
や
が
て
ま
ど
ひ
な
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
一
〇
八
五
）

六
の
道
よ
つ
の
ち
ま
た
の
く
る
し
み
を
い
つ
か
か
は
り
て
た
す
け
は
つ
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
玉
葉
集
・
行
円
・
二
六
三
七
）

六
の
道
四
の
す
が
た
に
さ
す
ら
ひ
て
は
じ
め
も
は
て
も
し
ら
ぬ
か
な
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
千
載
集
・
澄
覚
法
親
王
・
八
二
二
）

　
「
六
の
道
」
は
、
お
お
よ
そ
苦
界
の
世
界
で
あ
る
と
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

苦
界
か
ら
早
く
厭
い
離
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
　
「
六
道
歌
」
の
解
釈

　
今
ま
で
は
、
六
道
歌
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
時
代
的
背
景
と
経
典
類
と

文
学
作
品
、
そ
し
て
和
歌
に
見
え
る
六
道
思
想
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
次
に
、
本

稿
の
目
的
で
あ
る
六
道
歌
の
検
討
に
移
り
た
い
。

　
　
　
　
　
地
獄

①
つ
み
人
の
し
ぬ
る
よ
も
な
く
も
ゆ
る
ひ
の
た
き
ゴ
な
る
ら
ん
こ
と
そ
か
な
し
き

　
　
　
罪
人
が
死
ん
で
生
ま
れ
変
わ
る
世
も
な
く
、
生
前
の
業
に
よ
っ
て
地
獄
の
炎

　
　
　
々
た
る
業
火
の
薪
と
な
っ
て
燃
え
続
け
る
の
を
思
う
と
、
ほ
ん
と
う
に
悲
し

　
　
　
い
。

　
題
の
「
地
獄
」
は
、
早
く
六
道
か
ら
独
立
し
て
文
学
作
品
や
絵
画
な
ど
に
取
り
扱

わ
れ
て
き
た
。
地
獄
の
思
想
は
、
紀
元
前
三
千
年
の
頃
に
チ
グ
リ
ス
ー
ー
ユ
ー
フ
ラ
テ

ス
河
流
域
に
栄
え
た
シ
ュ
メ
ー
ル
族
の
間
に
起
こ
り
、
紀
元
前
七
～
八
世
紀
の
頃
に

イ
ン
ド
に
移
入
さ
れ
た
と
い
う
。
仏
教
に
も
早
く
か
ら
地
獄
の
思
想
が
導
入
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

特
殊
な
地
獄
名
の
下
に
因
果
応
報
の
業
報
思
想
の
な
か
に
包
括
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
地
獄
を
説
い
て
い
る
各
種
の
経
典
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
、
若

干
の
く
い
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
『
大
智
度
論
』
や
『
仏
祖
統
記
』
の
よ
う
に
、
「
地

獄
有
レ
三
。
一
熱
。
二
寒
。
三
辺
。
」
と
説
い
て
、
「
熱
」
は
八
熱
地
獄
、
「
寒
」
は

八
寒
地
獄
、
そ
し
て
「
辺
」
は
「
三
辺
地
獄
者
有
レ
三
。
山
間
水
間
噴
野
。
受
二
別

業
報
一
。
此
応
二
寒
熱
雑
受
一
」
と
三
分
す
る
も
の
も
あ
れ
ぽ
、
『
阿
含
経
』
の
よ
う

に
熱
地
獄
を
八
大
地
獄
と
し
、
寒
地
獄
は
八
大
地
獄
に
附
属
す
る
十
六
の
別
所
と
し

て
包
含
さ
せ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
『
正
法
念
処

経
』
『
倶
舎
論
』
な
ど
に
お
い
て
は
、
八
大
地
獄
・
八
寒
地
獄
、
さ
ら
に
附
属
す
る

小
地
獄
の
名
と
、
そ
れ
ら
の
各
地
獄
に
お
け
る
苦
悩
に
関
す
る
詳
細
な
描
写
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
人
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
熱
地
獄
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

八
大
地
獄
で
あ
っ
て
、
八
寒
地
獄
の
ほ
う
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
地
獄
描
写
を
見
て
み
る
と
、
八
大
地
獄
で
も

最
も
苦
し
み
多
い
阿
鼻
地
獄
（
無
間
地
獄
と
も
）
を
、
『
喩
伽
師
地
論
』
『
倶
舎
論
』

『
正
法
念
処
経
』
な
ど
に
よ
っ
て
説
き
終
っ
た
後
に
、
八
寒
地
獄
に
つ
い
て
は
「
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
ま

た
頻
部
陀
等
の
八
寒
地
獄
あ
り
。
具
さ
に
は
経
論
の
如
し
。
こ
れ
を
述
ぶ
る
に
逞
あ

　
（
1
2
）

ら
ず
。
」
と
記
す
の
み
で
、
地
獄
の
記
述
を
終
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
と
こ
ろ
が
、
藤
井
智
海
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
『
往
生
要
集
』
は
八
寒
地
獄
の

事
は
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
が
、
文
学
作
品
に
お
い
て
八
寒
地
獄
は
よ
く
引
用
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ぽ
、
『
今
昔
物
語
』
巻
六
の
三
四
語
に
八
寒
地
獄
の
七
番
目
で
あ
る

「
紅
蓮
地
獄
」
の
名
が
見
え
、
謡
曲
の
『
歌
占
』
『
阿
漕
』
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
い
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る
。
そ
れ
は
ま
た
、
後
述
す
る
良
経
の
地
獄
の
歌
で
も
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
た

だ
、
『
二
十
五
三
昧
式
』
『
六
道
講
式
』
に
は
、
「
願
ハ
焦
熱
大
焦
熱
之
中
。
紅
蓮
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

紅
蓮
之
間
。
放
コ
遍
照
之
光
明
づ
。
速
二
引
二
導
シ
タ
マ
へ
受
苦
之
衆
生
づ
。
」
と
、
『
六
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

念
仏
式
』
は
、
「
八
寒
八
熱
那
落
伽
」
と
い
う
ふ
う
に
、
八
大
地
獄
と
八
寒
地
獄
と

を
並
行
し
て
語
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
『
往
生
要
集
』
の
中
に
は
見
出
さ
れ
な
い
、
地
獄
の
異
名
も
あ
る
。
例

え
ぽ
、
『
今
昔
物
語
』
巻
九
の
十
六
語
に
「
孤
地
獄
」
「
灰
地
獄
」
、
『
源
平
盛
衰
記
』

に
は
「
峨
々
た
る
剣
山
」
、
お
伽
草
子
『
毘
沙
門
の
本
地
』
に
は
、
「
八
万
地
獄
」
「
僑

慢
地
獄
」
と
あ
り
、
謡
曲
の
『
歌
占
』
に
も
「
斬
鎚
地
獄
」
「
剣
樹
地
獄
」
「
石
割
地

獄
」
「
火
盆
地
獄
」
等
の
異
名
の
地
獄
を
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
社
会
に
お
い
て
、
地
獄
と
い
う
観
念
が
発
達
し
て
く
る
の
に
、
地
獄
絵
と

地
獄
屏
風
の
存
在
は
け
っ
し
て
馴
染
み
の
薄
い
も
の
で
な
か
っ
た
。
『
枕
草
子
』
八

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

一
段
は
、
仏
名
会
の
翌
日
に
帝
が
持
っ
て
来
さ
せ
た
地
獄
絵
の
御
屏
風
を
、
清
少
納

言
は
見
る
の
を
怖
が
っ
て
部
屋
に
逃
げ
か
く
れ
た
体
験
を
記
し
た
も
の
で
、
地
獄
屏

風
の
絵
は
女
性
に
と
っ
て
、
目
を
そ
む
け
た
い
よ
う
な
残
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
地
獄
屏
風
に
、
ど
の
よ
う
な
地
獄
の
光
景
が
描
か
れ
て
い
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
家
永
三
郎
氏
は
地
獄
屏
風
の
絵
の
様
子
を

ほ
こ
具
体
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、
『
古
今
著
聞
集
』
に
「
楼
の
上
よ
り
権
を
さ
し

お
ろ
し
て
人
を
さ
し
た
る
鬼
」
の
姿
を
地
獄
屏
風
に
描
い
た
と
い
う
話
を
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
和
歌
の
詞
書
に
も
、
「
地
獄
絵
に
つ
る
ぎ
の
え
だ
に
人
の
つ
ら
ぬ
か
れ
た
る
を
見

て
よ
め
る
」
（
金
葉
集
・
雑
下
・
六
三
六
・
和
泉
式
部
）
や
「
（
前
略
）
地
ご
く
ゑ

を
、
人
々
よ
む
に
、
十
八
日
つ
る
ぎ
に
人
の
つ
ら
ぬ
か
れ
た
る
を
」
（
弁
乳
母
集
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

一
五
）
な
ど
は
、
衆
合
地
獄
の
刀
葉
の
木
に
登
る
罪
人
の
姿
を
見
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
他
、
「
ぢ
ご
く
ゑ
に
、
は
か
り
に
人
を
か
け
た
る
を
見
て
」
（
赤
染
衛
門
集
・

二
六
七
）
が
あ
り
、
「
地
獄
の
絵
に
、
し
で
の
山
を
女
の
鬼
に
お
は
れ
て
な
き
て
こ

え
た
る
か
た
か
き
た
る
を
み
て
」
（
新
続
古
今
集
・
二
条
院
宣
旨
・
八
五
八
）
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

が
あ
る
。
西
行
の
『
聞
書
集
』
に
も
、
「
地
獄
ゑ
を
見
て
」
（
一
九
八
～
二
二
四
）
と

い
う
詞
書
を
含
む
大
連
作
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
八
大
地
獄
の
一
つ
一
つ
の
情
景
を

二
七
首
に
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
『
日
本
霊
異
記
』
な
ど
の
説
話
に
出

て
く
る
地
獄
話
は
数
多
く
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
文
学
作
品
の
な
か
で
、
西
行
の
歌
と

関
連
す
る
と
こ
ろ
を
取
り
上
げ
た
だ
け
で
あ
る
。

①
の
歌
へ
戻
っ
て
見
る
と
、
初
句
の
「
つ
み
」
は
、
「
罪
」
と
「
積
み
」
を
掛
け

て
い
る
。
ま
た
、
「
積
み
」
は
四
句
目
の
「
薪
」
の
縁
語
と
な
っ
て
い
る
。
罪
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

薪
と
な
っ
て
猛
火
に
焼
か
れ
る
有
様
を
、
実
際
『
地
獄
草
紙
』
の
「
雲
火
霧
」
に
見

る
と
、
猛
火
が
地
獄
の
中
に
燃
え
て
お
り
、
獄
卒
は
罪
人
を
と
ら
え
て
火
中
へ
投
げ

入
れ
る
と
、
罪
人
の
身
体
は
焼
け
溶
け
て
し
ま
う
と
い
う
、
惨
た
ら
し
い
光
景
を
描

い
て
い
る
。
『
往
生
要
集
』
は
「
遠
く
大
焦
熱
地
獄
の
普
く
大
炎
の
燃
ゆ
る
を
見
、

ま
た
地
獄
の
罪
人
の
暗
き
突
ぶ
声
を
聞
く
。
」
と
い
う
よ
う
に
表
現
し
て
お
り
、
西

行
の
歌
も
八
大
地
獄
の
七
番
目
の
大
焦
熱
地
蓼
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ぽ
・

こ
れ
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
正
法
念
処
経
』
巻
十
一
に
も
「
何
況
地

獄
焼
　
如
焼
乾
薪
草
　
火
焼
非
是
焼
　
悪
業
乃
是
焼
　
火
焼
則
可
滅
　
業
焼
不
可

滅
」
と
い
う
よ
う
に
、
説
か
れ
て
い
る
。

　
二
句
目
の
「
し
ぬ
る
よ
も
な
く
」
は
、
解
釈
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
句
で
あ
る
。

陽
明
文
庫
本
は
「
し
ぬ
る
よ
も
な
く
」
、
六
家
集
板
本
で
は
「
し
め
る
よ
も
な
く
」

と
す
る
が
、
従
来
の
注
釈
は
概
ね
六
家
集
板
本
の
「
し
め
る
よ
も
な
く
」
に
よ
っ
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て
、
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
久
保
田
淳
氏
は
、
「
地
獄
と
は
罪
人
が

獄
卒
の
た
め
に
幾
度
と
な
く
殺
さ
れ
て
は
生
き
返
ら
せ
ら
れ
る
と
い
う
責
苦
が
無
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

に
続
く
世
界
な
の
で
あ
る
」
か
ら
、
「
し
ぬ
る
世
も
な
く
」
の
本
文
に
就
く
べ
き
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
往
生
要
集
』
に
も
、
八
大
地
獄
の
う
ち
一
番
目
の
等

活
地
獄
の
描
写
で
、
「
或
は
獄
卒
、
手
に
鉄
杖
・
鉄
棒
を
執
り
、
頭
よ
り
足
に
至
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぞ
だ
ん

ま
で
、
遍
く
皆
打
ち
築
く
に
、
身
体
破
れ
砕
く
る
こ
と
、
猶
し
沙
端
の
如
し
。
（
中

略
）
獄
卒
、
鉄
叉
を
以
て
地
を
打
ち
、
唱
へ
て
「
活
々
」
と
云
ふ
と
。
」
と
い
う
よ

う
に
、
罪
人
は
永
遠
に
生
き
返
ら
せ
ら
れ
て
責
苦
に
直
面
す
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
寂
然
、
慈
円
の
地
獄
の
歌
を
見
る
と
、

こ
x
う
か
ら
お
の
が
つ
み
お
く
た
き
ゴ
も
て
こ
り
ね
と
身
を
も
や
く
ほ
む
ら
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寂
然
・
一
一
）

つ
ち
の
し
た
に
も
え
て
も
も
ゆ
る
た
け
き
火
を
い
か
な
る
人
の
思
け
つ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慈
円
・
二
七
四
三
）

　
と
あ
り
、
寂
然
の
歌
の
「
つ
み
」
は
「
積
み
」
と
「
罪
」
の
、
「
こ
り
ね
」
は
「
樵

り
」
と
「
懲
り
」
の
掛
詞
と
、
技
巧
の
勝
っ
た
歌
だ
が
、
下
句
「
こ
り
ね
と
身
を
も

や
く
ほ
む
ら
か
な
」
は
、
謡
曲
の
『
恋
重
荷
』
で
「
浅
間
の
煙
、
あ
さ
ま
し
の
身

や
、
衆
合
地
獄
の
、
重
き
苦
し
み
、
さ
て
懲
り
給
へ
や
、
懲
り
給
へ
。
」
と
、
似
た

よ
う
な
表
現
が
見
え
る
。
ま
た
、
慈
円
の
「
つ
ち
の
し
た
に
」
は
、
『
往
生
要
集
』

に
「
鑑
の
下
、
一
千
由
旬
に
あ
り
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
我
々
が
住
ん
で
い
る

人
間
世
界
の
地
底
に
地
獄
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
人
と
も
西
行
の
作
と
似
た
発
想
で
八
熱
地
獄
を
詠
ん
で
い
る
の

に
対
し
、
良
経
の
歌
は
、

も
ゆ
る
ひ
も
と
つ
る
こ
ほ
り
も
き
え
ず
し
て
い
く
よ
ま
ど
ひ
ぬ
な
が
き
よ
の
や
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
良
経
・
二
九
一
）

　
と
、
八
大
地
獄
と
八
寒
地
獄
を
対
句
に
し
て
詠
み
込
ん
で
い
る
。
二
句
目
の
「
と

つ
る
こ
ほ
り
」
は
、
謡
曲
の
『
歌
占
』
に
「
紅
蓮
大
紅
蓮
の
、
氷
に
閉
ぢ
ら
れ
」
と

見
え
、
ま
た
お
伽
草
子
『
毘
沙
門
の
本
地
』
に
も
、
「
紅
蓮
大
紅
蓮
の
氷
に
閉
ぢ
ら

　
　
　
　
　
（
2
3
）

れ
て
歎
く
な
り
。
」
と
い
う
類
似
表
現
が
あ
る
。
五
句
目
の
「
な
が
き
よ
の
や
み
」

も
、
『
毘
沙
門
の
本
地
』
に
「
焦
熱
大
焦
熱
の
じ
“
を
西
へ
行
き
給
ふ
べ
し
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

を
過
ぎ
て
長
夜
の
闇
と
て
、
」
と
見
え
る
。

　
西
行
と
寂
然
の
歌
が
、
経
典
、
『
往
生
要
集
』
『
地
獄
草
紙
』
に
見
ら
れ
る
、
惨
た

ら
し
い
世
界
を
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
詠
み
込
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
良
経
の
歌
は

地
獄
の
具
体
的
描
写
が
欠
け
、
観
念
的
な
描
写
に
と
ど
ま
り
、
当
時
の
貴
族
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

地
獄
に
関
す
る
精
神
の
一
面
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
餓
鬼

②
あ
さ
夕
の
こ
を
や
し
な
ひ
に
す
と
き
け
ぼ
く
に
す
ぐ
れ
て
も
か
な
し
か
る
ら
ん

　
　
　
餓
鬼
道
で
は
、
朝
夕
に
五
子
を
生
ん
で
生
む
た
び
に
我
が
身
を
養
う
た
め
、

　
　
　
自
分
の
子
を
食
べ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
多
く
の
苦
の
な
か
で
も
一

　
　
　
番
つ
ら
く
て
悲
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
餓
鬼
道
に
つ
い
て
は
、
『
正
法
念
処
経
』
（
巻
一
六
～
巻
一
七
）
の
餓
鬼
品
に
詳
し

く
記
し
て
い
る
。
餓
鬼
の
種
類
は
、
『
大
智
度
論
』
の
よ
う
に
二
種
「
幣
鬼
と
餓
鬼
」
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に
分
け
る
場
合
と
、
『
喩
伽
師
地
論
』
の
よ
う
に
「
又
餓
鬼
趣
略
有
二
三
種
こ
と
三

種
に
分
け
て
説
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
経
典
に
よ
っ
て
そ
の
扱
い
方
は
様
々
で
あ

る
。
餓
鬼
の
形
体
は
、
『
六
波
羅
蜜
多
経
』
巻
三
に
「
然
彼
餓
鬼
身
如
大
山
。
頭
如

窒
盧
咽
細
針
。
其
髪
髪
下
垂
覆
両
肩
。
猶
如
利
刀
割
切
形
体
。
」
と
い
う
、
頭
髪
は

垂
れ
下
り
、
身
体
の
色
は
ど
す
黒
く
、
痩
せ
お
と
ろ
え
て
い
る
が
腹
は
山
の
如
く
ふ

れ
、
醜
悪
の
限
り
を
尽
く
し
て
い
る
。
鎌
倉
初
期
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
『
餓
鬼
草

紙
』
は
、
そ
れ
を
明
瞭
に
描
写
し
て
い
る
。

　
『
往
生
要
集
』
に
は
『
正
法
念
処
経
』
に
拠
っ
て
、
餓
鬼
道
の
鬼
の
さ
ま
ざ
ま
を

語
っ
て
い
る
。
藤
井
智
海
氏
は
、
『
往
生
要
集
』
に
取
り
入
れ
た
餓
鬼
だ
け
で
も
十

七
種
類
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
国
文
学
中
に
所
出
さ
れ
た
餓
鬼
は
患
む
べ

き
醜
い
も
の
で
な
く
寧
ろ
畏
怖
す
べ
き
異
類
と
し
て
好
箇
の
題
目
と
さ
れ
た
事
で
あ

る
。
」
と
指
摘
さ
れ
、
そ
の
例
と
し
て
、
『
今
昔
物
語
』
に
は
「
鳩
藥
茶
鬼
」
・
「
牛
頭

鬼
」
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
「
羅
刹
鬼
」
、
『
古
今
著
聞
集
』
と
『
源
平
盛
衰
記
』

に
「
十
羅
刹
」
な
ど
を
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
②
の
歌
を
見
る
と
、
上
句
の
「
あ
さ
夕
の
こ
を
や
し
な
ひ
に
」
は
、
『
倶
舎
論
』

に
「
餓
鬼
言
二
目
連
一
日
昼
生
二
五
子
一
夜
食
レ
之
云
々
」
と
あ
り
、
『
六
波
羅
蜜
多
経
』

に
は
「
復
有
餓
鬼
朝
産
五
子
随
産
食
之
。
夜
生
五
子
随
生
随
食
。
由
懐
飢
餓
未
会
暫

飽
。
」
な
ど
に
説
く
、
三
六
種
あ
る
餓
鬼
道
の
う
ち
、
二
四
番
目
の
婆
羅
婆
叉
と
い

う
餓
鬼
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
『
往
生
要
集
』
に
も
「
或
は
鬼
あ
り
。
昼
夜
に
お

の
お
の
五
子
を
生
む
に
、
生
む
に
随
ひ
て
こ
れ
を
食
へ
ど
も
、
な
ほ
常
に
凱
ゑ
て
乏

し
い
。
」
と
見
え
、
『
宝
物
集
』
に
も
餓
鬼
道
の
苦
患
を
語
る
と
こ
ろ
で
、
「
或
は
み

つ
か
ら
脳
を
や
ぶ
り
て
く
ら
ひ
、
或
は
子
を
く
ら
ひ
て
飢
を
た
す
く
。
我
夜
生
五
子

随
生
皆
自
食
　
昼
生
五
亦
然
　
雌
尽
而
不
飽
と
申
は
是
也
。
」
と
あ
っ
て
、
朝
夕
に

五
人
ず
つ
の
子
供
を
生
ん
で
、
飢
え
の
苦
し
み
か
ら
我
が
子
さ
え
食
ぺ
ざ
る
を
得
な

い
、
恐
ろ
し
い
報
い
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
人
々
に
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
絵
解
き
台
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
『
六
道
絵
相
略
縁
起
』
（
聖
衆
来
迎
寺

蔵
）
に
は
、
「
亦
昼
夜
二
子
ヲ
ウ
ム
／
餓
鬼
在
リ
、
娑
婆
二
有
リ
シ
時
ヨ
リ
へ
耶
げ

［
子
ヲ
］
愛
［
ス
ル
］
コ
ト
十
倍
／
ス
レ
ト
モ
、
業
ノ
作
為
二
依
リ
、
生
二
随
テ
是

　
　
（
2
6
）

ヲ
食
フ
、
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
は
昼
夜
に
二
子
を
生
ん
で
そ
れ
を
食
ぺ
る
餓
鬼
と
見

え
、
昔
継
母
と
な
っ
て
先
妻
の
子
を
憎
ん
だ
り
、
妬
ん
だ
者
が
こ
の
報
い
を
受
け
る

と
語
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
四
句
目
の
「
く
に
す
ぐ
れ
て
も
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
解
釈
が
「
国

す
ぐ
れ
て
も
」
、
「
供
に
す
ぐ
れ
て
も
」
、
「
苦
に
す
ぐ
れ
て
も
」
と
い
う
ふ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
注
し
て
い
る
。
西
行
は
『
聞
書
集
』
な
か
で
、
「
地
獄
ゑ
を
見
て
」

の
連
作
の
う
ち
、
「
我
か
な
し
み
の
く
の
み
を
ぼ
え
て
」
（
二
＝
）
、
「
な
ら
く
が
そ

こ
の
く
」
（
二
二
三
）
、
「
む
す
ぶ
こ
ほ
り
の
く
」
（
二
二
四
）
と
い
う
ふ
う
に
、
地
獄

の
苦
し
み
か
ら
「
苦
」
の
語
を
何
度
も
用
い
て
い
る
点
で
、
「
苦
に
す
ぐ
れ
て
も
」

と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
良
経
も
西
行
と
同
様
に
、
飢
え
の
苦
し
み
の
た

め
、
生
む
た
び
に
我
が
子
を
食
べ
る
餓
鬼
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ろ

　
身
を
せ
む
る
う
え
の
こ
ほ
り
に
た
え
か
ね
て
こ
を
Σ
も
ふ
み
ち
ぞ
わ
す
れ
は
て
ぬ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
良
経
・
二
九
二
）

　
と
あ
っ
て
、
『
六
道
絵
相
略
縁
起
』
に
語
ら
れ
る
、
子
を
愛
す
る
こ
と
十
倍
す
れ

ど
も
「
身
を
せ
む
る
う
え
」
に
た
え
ら
れ
ず
、
「
こ
を
N
も
ふ
み
ち
」
も
忘
れ
て
、
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我
が
子
を
食
べ
ざ
る
を
得
な
い
苦
し
み
を
歌
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
畜
生

　
③
か
ぐ
ら
う
た
に
く
さ
と
り
か
う
は
い
た
け
れ
ど
猶
そ
の
こ
ま
に
な
る
こ
と
は
う

　
　
し

　
　
　
神
楽
歌
に
草
取
り
飼
う
駒
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
が
、
草
取
り
飼
う
の
は
す

　
　
　
ぐ
れ
て
よ
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
や
は
り
そ
の
駒
に
な
る
の
は
つ
ら
い
こ

　
　
　
と
で
あ
る
。

　
畜
生
と
は
、
地
獄
・
餓
鬼
と
合
わ
せ
て
三
悪
道
、
三
趣
道
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、

『
正
法
念
処
経
』
（
巻
十
八
～
巻
二
一
）
の
畜
生
品
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
『
往

生
要
集
』
に
は
、
「
別
し
て
論
ず
れ
ぽ
、
三
十
四
億
の
種
類
あ
れ
ど
も
、
惣
じ
て
論

ず
れ
ば
三
を
出
で
ず
。
一
に
は
禽
類
、
二
に
は
獣
類
、
三
に
は
虫
類
な
り
。
」
と
、

三
種
に
分
け
て
畜
生
の
種
類
の
数
を
取
り
上
げ
、
樫
貧
と
嫉
妬
の
老
が
墜
ち
る
と
す

る
。
藤
井
智
海
氏
は
、
『
往
生
要
集
』
に
取
り
入
れ
た
畜
生
は
三
様
に
説
き
示
さ
れ

て
い
る
が
、
「
文
学
面
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
主
な
る
も
の
は
龍
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
が
、
和
歌
に
お
い
て
は
、
龍
を
詠
ん
だ
も
の
は
あ
ま
り
見
当
ら
な
い
。

　
③
の
畜
生
の
歌
を
見
る
と
、
上
句
の
「
か
ぐ
ら
う
た
に
く
さ
と
り
か
う
」
は
、
神

楽
歌
に
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
の
駒
そ
や

り
飼
は
む
や

我
に
　
我
に
草
乞
ふ
　
草
は
取
り
飼
は
む
　
水
は
取
り
草
は
取

西
行
が
、
こ
の
歌
を
踏
ま
え
て
詠
ん
で
い
る
だ
ろ
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ

に
し
て
も
、
畜
生
の
題
で
な
ぜ
馬
が
選
ぼ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
慈
円
も
、
「
む
く

ひ
か
も
人
の
か
ざ
り
と
な
る
か
ら
に
む
ま
と
牛
と
を
哀
れ
と
そ
み
る
」
（
二
七
四
五
）

と
、
「
馬
と
牛
」
を
素
材
に
し
て
詠
ん
で
い
る
。
『
往
生
要
集
』
に
は
、
畜
生
道
を
説

く
と
こ
ろ
で
、

象
・
馬
・
牛
・
駿
・
酪
駄
・
騨
等
の
如
き
は
、
或
は
鉄
の
鉤
に
て
そ
の
脳
を
斬
ら

れ
、
或
は
鼻
の
中
を
穿
た
れ
、
或
は
轡
を
首
に
繋
ぎ
、
身
に
常
に
重
き
を
負
ひ
て
、

も
ろ
も
ろ
の
繊
…
轡
を
加
へ
ら
る
。
た
だ
水
・
草
を
念
ひ
て
、
余
は
知
る
所
な
し
。

　
と
あ
り
、
西
行
、
慈
円
二
人
と
も
に
こ
の
部
分
を
念
頭
に
お
い
て
詠
じ
た
の
か
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
西
行
の
歌
に
つ
い
て
は
、
『
宝
物
集
』
巻
一
に
語
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

て
い
る
「
草
を
取
り
飼
う
こ
と
に
よ
っ
て
馬
に
な
っ
た
り
、
人
に
戻
っ
た
り
す
る
」

安
楽
国
の
商
人
の
説
話
を
西
行
は
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
久
保
田

淳
氏
は
推
察
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
寂
然
も
畜
生
道
の
歌
で
、

な
く
し
か
も
Σ
ゆ
る
ほ
た
る
も
あ
は
れ
な
り
な
に
を
な
に
か
と
お
も
ひ
し
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寂
然
・
一
三
）

　
と
詠
ん
で
い
る
が
、
そ
の
素
材
と
な
っ
た
「
鹿
と
蛍
」
は
、
『
二
十
五
三
昧
式
』

と
『
六
道
講
式
』
に
出
て
く
る
「
飛
レ
空
ヲ
之
鳥
。
不
レ
知
コ
天
ノ
高
一
。
（
中
略
）
山

麓
野
慶
。
猶
迷
二
東
西
一
。
」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
宝
物
集
』
巻
二

に
も
、
「
夜
も
す
が
ら
も
ゆ
る
蛍
、
日
ぐ
ら
し
な
け
る
蝉
、
夜
も
う
ら
む
る
秋
の
虫
、

　
　
　
　
　
　
　
を
し

水
に
ね
ぶ
る
冬
の
鴛
の
、
い
つ
れ
か
苦
を
ま
ぬ
か
る
x
あ
る
。
」
と
あ
り
、
『
三
時
念
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仏
観
門
式
』
に
も
同
文
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
（
2
9
）

衆
。
退
散
敗
走
。

　
　
　
　
　
修
羅

　
④
よ
し
な
し
な
あ
ら
そ
ふ
こ
と
を
た
て
に
し
て
い
か
り
を
の
み
も
む
す
ぶ
心
は

　
　
　
つ
ま
ら
な
い
こ
と
だ
な
あ
。
争
う
こ
と
を
む
ね
と
お
し
た
て
て
、
怒
り
の
種

　
　
　
ぼ
か
り
作
り
出
す
阿
修
羅
の
心
は
。

　
阿
修
羅
は
、
絶
え
間
な
く
悲
惨
な
闘
争
を
業
と
す
る
鬼
類
の
一
種
で
、
仏
教
の
守

護
神
で
あ
る
八
部
衆
「
天
・
章
・
夜
叉
・
乾
閲
婆
・
迦
楼
羅
・
緊
那
羅
・
摩
喉
羅
迦
・

阿
修
羅
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
が
、
天
界
に
住
む
帝
釈
天
と
常
に
戦
う
と
さ
れ
た
。

　
五
道
と
す
る
経
典
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
阿
修
羅
を
除
い
て
説
い
て
い
る

が
、
仏
教
で
取
り
入
れ
る
前
は
、
イ
ン
ド
で
古
く
か
ら
信
仰
を
受
け
た
神
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

呼
吸
あ
る
い
は
霊
魂
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
『
往
生
要
集
』
の
阿
修

羅
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
比
較
的
簡
単
で
あ
る
。
「
須
弥
山
の
北
の
大
海
の
底
と
、

四
大
州
の
山
中
の
岩
石
の
間
」
と
い
う
、
阿
修
羅
の
二
種
の
居
住
を
記
し
た
後
に
、

常
に
怖
れ
お
の
の
き
、
敵
襲
の
不
安
に
寸
時
も
心
休
ま
な
い
苦
相
を
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
阿
修
羅
と
帝
釈
天
と
の
戦
い
は
、
『
倶
舎
論
』
や
『
正
法
念
処
経
』
の
諸
説

に
由
来
す
る
も
の
で
、
特
に
『
正
法
念
処
経
』
巻
十
八
～
巻
二
一
で
は
、
畜
生
の
一

つ
と
し
て
阿
修
羅
を
説
い
て
、
帝
釈
天
と
の
戦
い
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

阿
修
羅
軍
馳
趣
天
衆
。
互
共
闘
戦
。
無
量
悩
害
。
無
量
衆
生
見
者
大
怖
。
無
等
饒

乱
。
如
是
大
戦
。
天
阿
修
羅
王
。
及
其
軍
衆
。
互
相
攻
伐
。
無
量
器
侯
。
堅
如
金

剛
。
共
合
闘
戦
。
時
天
帝
釈
。
錐
見
無
量
阿
修
羅
衆
在
其
前
住
。
而
不
奪
命
。
但

欲
破
彼
阿
修
羅
衆
。
令
退
無
余
。
時
鉢
呵
婆
毘
摩
質
多
羅
阿
修
羅
王
。
及
其
軍

　
こ
の
戦
い
の
勝
負
に
つ
い
て
は
、
孝
養
な
ど
善
行
を
積
ん
だ
人
々
が
天
上
に
多
く

生
ま
れ
て
い
れ
ば
、
天
の
力
が
強
く
な
り
阿
修
羅
が
敗
れ
、
天
上
に
生
ま
れ
る
人
少

な
け
れ
ぽ
、
天
敗
れ
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
文
学
作
品
に
お
い
て
は
、
阿
修
羅
の
性
格
上
、
当
然
軍
記
物
語
に
よ
く
登
場
す

る
。
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
一
五
に
、
「
闘
争
合
戦
の
場
に
し
て
身
を
失
っ
て
修
羅
の
悪

所
に
も
生
ま
れ
」
と
か
、
『
平
家
物
語
』
灌
頂
巻
で
、
建
礼
門
院
が
自
己
の
一
生
を

六
道
に
な
ぞ
ら
え
る
場
面
で
、
室
山
、
水
嶋
の
戦
い
に
勝
っ
て
、
前
途
の
希
望
も
見

え
て
き
た
の
に
、
一
の
谷
の
敗
戦
で
明
け
て
も
く
れ
て
も
絶
え
間
な
い
戦
い
を
「
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

羅
の
闘
謬
、
帝
釈
の
謹
も
、
か
く
や
と
こ
そ
お
ぼ
え
さ
ぶ
ら
ひ
し
か
」
と
、
語
っ
て

い
る
。
ま
た
、
『
曽
我
物
語
』
巻
五
「
帝
釈
・
修
羅
王
た
x
か
ひ
の
事
」
や
『
太
平

記
』
巻
一
〇
「
鎌
倉
兵
火
事
長
崎
父
子
武
勇
事
」
な
ど
に
も
見
え
る
。

　
④
の
歌
を
見
る
と
、
初
句
の
「
よ
し
な
し
な
」
は
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
争
う
こ

と
、
「
な
」
は
詠
嘆
の
意
味
。
説
教
師
の
口
調
で
他
人
に
対
し
て
戒
め
る
よ
う
な
姿

勢
が
窺
わ
れ
る
。
下
句
の
「
い
か
り
を
の
み
も
む
す
ぶ
心
」
と
は
、
『
往
生
要
集
』

に
「
ま
た
日
々
三
時
に
、
苦
具
自
ら
来
り
て
逼
り
て
害
し
、
種
々
に
憂
ひ
苦
し
む
こ

と
」
と
見
え
、
『
二
十
五
三
昧
式
』
『
六
道
講
式
』
に
も
、
「
常
二
含
コ
瞑
悉
↓
。
鎮
ヘ
ニ

懐
コ
リ
毒
づ
」
と
い
う
よ
う
に
、
怒
り
や
嫉
妬
、
怨
憎
の
心
を
常
に
保
ち
、
人
と
争
い

ぼ
か
り
好
む
こ
と
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
寂
然
も
西
行
と
似
た
よ
う
な
詠
み
ぶ
り

で
、

ひ
と
を
の
み
う
ら
み
そ
ね
み
し
む
く
ひ
に
は
く
る
し
き
う
み
の
そ
こ
に
こ
そ
す
め
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（
寂
然
・
一
四
）

　
と
あ
り
、
上
句
に
因
を
、
下
句
に
果
を
あ
て
て
因
果
応
報
を
示
し
、
西
行
の
④
の

「
よ
し
な
し
な
」
と
同
様
に
、
い
わ
ぽ
説
教
師
の
口
調
で
歌
っ
て
い
る
。
「
う
み
の
そ

こ
」
は
、
『
往
生
要
集
』
に
「
須
弥
山
の
北
、
巨
海
の
底
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

師
功
徳
品
に
も
「
諸
阿
修
羅
等
　
居
二
在
大
海
辺
一
」
と
見
え
、
た
ぶ
ん
こ
れ
ら
に

拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
慈
円
も
、
須
弥
山
で
の
帝
釈
天
と
争
う
阿
修
羅
を
「
須
弥

の
う
へ
は
め
で
た
き
山
と
き
Σ
し
か
ど
修
羅
の
い
く
さ
ぞ
猶
さ
は
が
し
き
」
（
二
七

四
六
）
と
詠
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
人

　
⑤
あ
り
が
た
き
人
に
な
り
け
る
か
ひ
あ
り
て
さ
と
り
も
と
む
る
心
あ
ら
な
ん

　
　
　
受
け
難
い
人
の
身
と
し
て
人
界
に
生
ま
れ
た
甲
斐
が
あ
っ
て
、
そ
の
証
し

　
　
　
に
、
仏
道
の
悟
り
を
求
め
る
心
が
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　
人
道
と
は
、
六
道
の
う
ち
第
五
の
世
界
、
す
な
わ
ち
、
我
々
が
住
む
人
間
世
界
な

の
で
あ
る
。
『
往
生
要
集
』
は
、
人
間
の
世
界
を
三
つ
の
相
に
分
け
て
二
に
は
不

浄
の
相
、
二
に
は
苦
の
相
、
三
に
は
無
常
の
相
な
り
。
」
と
記
し
た
上
で
、
様
々
な

経
典
を
引
用
し
な
が
ら
、
人
道
の
真
の
姿
に
つ
い
て
詳
し
く
説
い
て
い
る
。
六
道
を

説
く
『
大
智
度
論
』
『
大
宝
積
経
』
『
大
般
若
経
』
『
摩
詞
止
観
』
等
の
、
多
く
の
経

典
も
人
道
の
三
相
を
記
し
て
お
り
、
主
に
苦
相
を
取
り
上
げ
て
、
人
界
に
生
ま
れ
た

証
し
と
し
て
仏
道
に
勤
め
て
、
三
世
か
ら
早
く
出
離
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て

い
る
。

　
文
学
作
品
に
お
い
て
は
、
藤
井
智
海
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
無
常
相
が
一
番
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
軍
記
物
語
に
よ
く
看
取
さ
れ
、
枚
挙
に
暇
が
な
い

ほ
ど
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

⑤
の
歌
を
見
る
と
、
上
句
の
「
あ
り
が
た
き
人
に
な
り
け
る
」
は
、
『
往
生
要
集
』

に
「
人
身
を
得
る
こ
と
甚
だ
難
し
。
」
と
あ
り
、
『
二
十
五
三
昧
式
』
『
六
道
講
式
』

に
も
、
「
何
二
況
ヤ
人
身
難
〃
受
ケ
。
仏
法
難
け
値
ヒ
。
」
と
見
え
、
『
今
昔
物
語
』
巻
二

〇
の
一
〇
語
に
も
、
「
人
界
は
受
け
難
し
、
仏
法
に
値
ふ
事
又
そ
れ
な
り
も
難
し
。
」

と
い
う
類
似
表
現
が
語
ら
れ
て
お
り
、
歌
の
典
拠
を
特
定
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
と

思
わ
れ
る
。
例
え
ぽ
、
慈
円
と
良
経
の
歌
で
も
、

い
つ
く
よ
り
も
嬉
し
か
り
け
る
契
哉
人
と
生
ま
れ
て
法
に
あ
ひ
ぬ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慈
円
・
二
七
四
七
）

ゆ
め
の
よ
に
月
日
は
か
な
く
あ
け
く
れ
て
ま
た
は
え
が
た
き
身
を
い
か
に
せ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
良
経
・
二
九
五
）

　
と
あ
っ
て
、
慈
円
は
「
人
と
生
ま
れ
て
法
に
あ
ひ
ぬ
る
」
と
か
、
良
経
は
「
ま
た

は
え
が
た
き
身
」
と
詠
ん
で
お
り
、
西
行
の
上
句
と
相
通
じ
る
点
か
ら
、
当
時
の
常

識
に
近
い
観
念
的
な
言
葉
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
良
経
の
歌
は
、
人
道
の
無
常

相
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
末
句
で
「
い
か
に
せ
む
」
と
嘆
い
て
い
る
よ
う
な
、
感

情
を
表
に
さ
ら
け
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
西
行
の
歌
は
「
人
」
と
し
て
生

ま
れ
た
こ
と
を
積
極
的
に
肯
定
し
、
そ
の
人
界
に
生
ま
れ
た
証
し
と
し
て
、
仏
道
の

悟
り
を
求
め
る
心
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
往
生
へ
の
志
向
が
看
取
さ
れ
、
五
句
目

の
「
心
あ
ら
な
ん
」
と
自
己
か
ら
他
者
に
も
呼
び
か
け
る
よ
う
に
、
説
教
師
の
口
調

で
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
寂
然
も
西
行
と
似
た
よ
う
な
歌
い
ぶ
り
で
、
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た
れ
も
み
な
つ
ね
な
き
よ
を
ぽ
い
と
は
な
む
心
あ
る
を
ぞ
人
と
い
ふ
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寂
然
・
一
五
）

　
と
詠
ん
で
、
人
の
無
常
相
を
「
つ
ね
な
き
よ
」
に
喩
え
て
、
「
た
れ
も
～
い
と
は

な
む
」
と
い
う
ふ
う
に
、
他
者
に
も
語
り
か
け
、
下
句
で
「
心
あ
る
を
ぞ
人
と
い
ふ

な
る
」
と
、
西
行
と
同
様
に
説
教
師
の
口
調
で
結
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
天

　
⑥
く
も
の
う
へ
の
た
の
し
み
と
て
も
か
ひ
そ
な
き
さ
て
し
も
や
が
て
す
み
し
は
て

　
　
ね
ぽ

　
　
　
天
道
に
生
ま
れ
、
雲
の
上
の
楽
し
み
を
極
め
た
と
し
て
も
甲
斐
が
な
い
。
そ

　
　
　
の
よ
う
に
し
て
そ
の
ま
ま
い
つ
ま
で
も
住
み
果
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
六
道

　
　
　
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
三
悪
道
に
墜
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
か
ら
。

　
天
道
は
、
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
非
常
に
広
大
無
辺
の
世

界
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
『
往
生
要
集
』
は
、
天
道
も
ま
た
願
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の

と
し
て
、
「
切
利
天
の
如
き
は
、
快
楽
極
り
な
し
と
い
へ
ど
も
、
命
終
に
臨
む
時
は

五
衰
の
相
現
ず
。
」
と
、
天
人
の
臨
終
の
際
に
五
衰
の
相
が
現
れ
る
こ
と
を
説
い
て

い
る
。
こ
の
五
衰
は
、
『
正
法
念
処
経
』
巻
二
一
二
、
『
六
波
羅
蜜
多
経
』
巻
三
、
『
仏

本
行
集
経
』
巻
五
、
『
喩
伽
地
論
』
巻
四
な
ど
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
五
種
の

衰
相
に
つ
い
て
は
経
典
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
。
特
に
『
正
法
念
処
経
』
は
、
歓
楽

を
き
わ
め
た
後
の
五
衰
の
苦
し
み
を
、
「
天
上
欲
レ
退
時
。
心
生
二
大
苦
悩
一
。
地
獄

衆
苦
毒
。
十
六
不
レ
及
レ
一
。
」
と
記
し
、
地
獄
の
苦
し
み
よ
り
遙
か
に
苦
痛
が
大
き

い
の
だ
と
説
い
て
い
る
。

　
文
学
作
品
に
お
い
て
も
、
天
上
で
の
天
人
の
五
衰
の
こ
と
は
よ
く
扱
わ
れ
て
い

る
。
『
本
朝
文
粋
』
巻
一
四
に
「
楽
シ
ミ
尽
キ
一
ア
哀
シ
ミ
来
ル
　
天
人
モ
猶
ホ
逢
ひ
リ
五
衰
之

旦
ご
と
あ
り
、
『
平
家
物
語
』
巻
二
「
成
親
死
去
」
の
条
に
は
、
「
世
の
変
は
り
ゆ

く
有
り
様
は
、
た
父
天
人
の
五
衰
に
異
な
ら
ず
。
」
と
見
え
、
『
曽
我
物
語
』
巻
＝
一

に
も
、
「
お
よ
そ
人
間
の
八
苦
、
天
上
の
五
衰
、
今
に
は
じ
め
ぬ
事
に
て
候
へ
ど
も
」

等
と
、
無
常
と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
『
今
昔
物
語
』
巻
一
の
一

語
、
『
栄
花
物
語
』
の
「
鶴
の
林
」
、
お
伽
草
子
『
俵
藤
太
物
語
』
、
謡
曲
の
『
羽
衣
』

な
ど
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
⑥
の
歌
に
移
っ
て
見
る
と
、
天
上
で
の
天
人
の
五
衰
を
詠
ん
で
い
る
。
上
句
の

「
く
も
の
う
え
の
た
の
し
み
」
に
つ
い
て
は
、
『
往
生
要
集
』
に
は
、
欲
界
の
六
欲
天

の
う
ち
、
下
か
ら
第
二
番
目
の
切
利
天
で
の
快
楽
を
例
に
挙
げ
て
、
五
衰
の
相
を
示

し
た
後
「
当
に
知
る
べ
し
、
天
上
も
ま
た
楽
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
、
」
と
説
い
て

お
り
、
『
二
十
五
三
昧
式
』
『
六
道
講
式
』
に
も
、
「
欲
界
ノ
六
天
。
未
レ
免
二
五
衰
之

悲
一
。
喜
見
城
之
勝
妙
ノ
楽
。
」
と
あ
り
、
西
行
の
歌
も
こ
れ
に
拠
っ
た
の
か
と
考
え

ら
れ
る
。
『
宝
物
集
』
巻
三
に
も
、
「
天
上
を
申
さ
ぼ
、
快
楽
無
数
也
と
い
へ
ど
も
、

つ
ゐ
に
五
衰
を
ま
ぬ
か
る
Σ
事
な
し
。
」
と
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
上
で
の
楽

し
み
も
や
が
て
消
え
、
こ
こ
か
ら
三
悪
道
に
墜
ち
る
こ
と
も
あ
り
、
天
道
も
け
っ
し

て
楽
園
で
は
な
い
こ
と
を
、
西
行
は
下
句
で
「
さ
て
し
も
や
が
て
す
み
し
は
て
ね
ぽ
」

と
、
説
教
師
の
口
調
で
詠
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
寂
然
、
良
経
も
西
行
と

同
様
に
天
人
の
五
衰
を
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

身
を
か
ざ
る
は
な
の
か
つ
ら
も
お
と
ろ
へ
て
つ
ゆ
き
え
は
つ
る
お
は
り
か
な
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寂
然
・
　
一
⊥
ハ
）
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た
ま
か
け
し
あ
と
に
は
つ
ゆ
を
x
き
か
へ
て
い
ろ
お
と
う
ふ
る
あ
ま
の
は
ご
ろ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
良
経
・
二
九
六
）

　
『
往
生
要
集
』
が
示
し
て
い
る
五
衰
の
相
の
う
ち
、

の
花
壼
忽
ち
に
萎
み
」
を
、
良
経
は
「
二
に
は
天
衣
、

そ
れ
詠
み
込
ん
で
い
る
。

四
　
お
わ
り
に

寂
然
は
「
一
に
は
、
頭
の
上

塵
垢
に
著
さ
れ
」
を
、
そ
れ

　
以
上
、
西
行
の
六
道
歌
を
中
心
と
し
て
、
主
に
経
典
類
及
び
『
往
生
要
集
』
の
な

か
で
、
典
拠
を
探
り
な
が
ら
、
寂
然
、
良
経
、
慈
円
の
六
道
詠
と
結
び
つ
け
て
述
べ

て
き
た
。

　
こ
の
一
連
の
歌
群
は
、
詞
書
が
示
す
よ
う
に
十
界
の
う
ち
、
六
道
の
迷
い
の
世
界

を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
歌
の
典
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
西
行
の
仏
教

思
想
的
背
景
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
な
手
掛
り
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

先
述
し
た
よ
う
に
、
同
時
代
に
生
き
た
三
人
は
「
一
念
三
千
」
と
い
う
天
台
の
実
相

論
と
も
係
わ
り
が
あ
る
十
界
、
十
如
是
の
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
、
筆
者
の
管
見
に
入
る
限
り
、
六
道
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
は
西
行

だ
け
で
あ
る
。

　
な
ぜ
、
西
行
は
十
界
の
う
ち
、
六
道
歌
の
み
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
『
往
生
要
集
』
と
『
二
十
五
三
昧
式
』
『
六
道
講

式
』
が
示
し
て
い
る
六
道
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
『
往
生
要
集
』
に
基
づ
き
、
製
作
さ
れ

た
と
い
う
六
道
絵
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
観
点
で
考
え
る
時
、
西
行
は
さ
と

り
の
世
界
で
あ
る
四
聖
界
よ
り
は
、
む
し
ろ
迷
い
の
世
界
で
あ
る
六
道
に
よ
り
一
層

の
関
心
を
よ
せ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
歌
の
表
現
か
ら
も
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
三
悪
道
の
う
ち
、
①
の
地
獄
道
に
お
い
て
、
良
経
の
歌
が
露
骨
な
描
写
を

避
け
て
観
念
的
に
と
ら
え
て
い
る
の
に
対
し
、
西
行
は
大
焦
熱
地
獄
の
惨
た
ら
し
い

光
景
を
生
々
し
く
描
い
て
、
罪
人
は
「
し
ぬ
る
世
も
な
く
」
永
遠
に
生
き
返
ら
せ
ら

れ
て
、
責
苦
に
直
面
す
る
と
い
う
説
教
的
な
意
味
を
含
ま
せ
て
い
る
。
ま
た
、
②
の

餓
鬼
道
に
お
い
て
は
、
『
正
法
念
処
経
』
が
説
く
三
六
種
の
餓
鬼
道
の
う
ち
、
二
四

番
目
の
婆
羅
婆
叉
と
い
う
餓
鬼
を
描
き
、
朝
夕
に
五
人
ず
つ
の
子
供
を
生
ん
で
、
飢

え
の
苦
し
み
か
ら
我
が
子
を
食
べ
る
、
苦
の
な
か
で
も
一
番
つ
ら
い
報
い
で
あ
る
と

詠
ん
で
い
る
。
寂
然
も
こ
の
よ
う
な
あ
さ
ま
し
い
餓
鬼
の
苦
し
み
は
歌
わ
な
か
っ

た
。
③
の
畜
生
道
で
は
、
身
近
な
馬
を
取
り
上
げ
、
轡
を
首
に
つ
な
ぎ
、
重
荷
を
負

わ
さ
れ
て
む
ち
を
打
た
れ
る
悲
哀
を
描
ぎ
出
し
て
い
る
。

　
次
に
、
三
善
道
の
④
⑤
⑥
の
歌
で
は
、
説
教
師
の
口
調
で
他
人
に
対
し
て
戒
め
る

よ
う
な
姿
勢
が
歌
の
表
現
で
多
く
目
立
つ
。
④
の
修
羅
道
に
お
い
て
は
、
「
よ
し
な

し
な
～
い
か
り
を
の
み
も
む
す
ぶ
心
は
」
と
い
う
自
問
自
答
の
表
現
か
ら
、
俗
世
間

の
人
々
の
つ
ま
ら
な
い
争
い
を
厳
し
い
眼
で
見
て
い
る
西
行
の
姿
が
浮
ん
で
く
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
⑥
の
天
道
も
け
っ
し
て
願
う
べ
き
も
の
で
な
い
と
歌
っ
て
、
特

に
⑤
の
人
道
で
は
、
「
人
の
身
」
と
し
て
生
を
受
け
た
こ
と
を
積
極
的
に
肯
定
し
、

こ
こ
か
ら
三
悪
道
に
墜
ち
な
い
よ
う
、
人
界
に
生
ま
れ
た
証
し
に
、
仏
道
の
悟
り
を

求
め
る
心
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
往
生
へ
の
志
向
が
看
取
さ
れ
、
「
心
あ
ら
な
ん
」

と
自
己
か
ら
他
者
に
も
呼
び
か
け
る
よ
う
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。

　
こ
の
他
、
西
行
は
『
聞
書
集
』
に
「
地
獄
ゑ
を
見
て
」
の
大
連
作
を
残
し
て
お

り
、
八
大
地
獄
の
惨
た
ら
し
い
様
相
を
、
自
己
さ
ら
に
衆
生
の
業
因
と
照
ら
し
合
わ
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せ
な
が
ら
詠
み
上
げ
、
墜
地
獄
を
己
れ
に
つ
き
つ
け
て
、
最
後
に
は
地
蔵
菩
薩
に
よ

る
救
済
を
歌
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
西
行
の
悪
道
や
地
獄
に
対
す
る
関
心
は
、
自

己
の
罪
障
へ
の
深
い
自
省
と
と
も
に
、
悪
道
に
苦
し
む
罪
人
へ
の
共
感
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

注
（
1
）
　
本
稿
に
お
い
て
引
用
し
た
西
行
の
歌
は
、
す
べ
て
久
保
田
淳
編
『
西
行
全
集
』
（
日

　
　
本
古
典
文
学
会
、
昭
和
五
七
）
に
よ
る
。
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
歌
番
号
で
あ
る
。
な

　
　
お
、
以
下
に
挙
げ
る
『
唯
心
房
集
』
（
書
陵
部
蔵
本
）
、
『
秋
篠
月
清
集
』
（
定
家
本
）
、
『
拾

　
　
玉
集
』
（
書
陵
部
蔵
本
）
は
、
和
歌
史
文
学
会
編
『
私
家
集
大
成
　
中
世
1
』
（
明
治
書

　
　
院
、
昭
和
四
九
）
に
よ
り
、
そ
の
他
の
歌
の
引
用
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
た
。

　
　
ま
た
、
経
典
・
論
疏
な
ど
の
引
用
は
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
、
散
文
類
は
こ
と
わ
り
が

　
　
な
い
限
り
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
よ
る
。

（
2
）
　
久
保
田
淳
『
古
典
を
読
む
　
山
家
集
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
五
八
）
一
四
九
頁
。

（
3
）
　
「
十
如
是
」
は
、
『
法
華
経
』
方
便
品
に
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。
久
保
田
淳
氏
は
、

　
　
良
経
、
定
家
、
二
条
院
讃
岐
の
「
十
如
是
」
の
歌
は
、
同
機
会
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ

　
　
ろ
う
と
し
、
『
定
家
八
代
抄
』
に
見
え
る
詞
書
「
後
京
極
摂
政
家
に
て
十
如
是
の
心
を

　
　
よ
み
侍
り
け
る
に
、
如
是
報
」
に
よ
り
、
「
実
質
的
主
催
者
は
良
経
か
」
と
推
測
さ
れ

　
　
て
い
る
。
（
『
新
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
第
八
巻
、
講
談
社
、
昭
和
五
二
、
五
三
九
頁
）
。

（
4
）
　
山
辺
習
学
氏
に
よ
る
と
、
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
』
第
三
四
に
、
阿
修
羅
を
除

　
　
い
た
、
五
趣
生
死
輪
廻
図
の
描
き
方
を
説
い
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
『
地
獄
の

　
　
話
』
、
講
談
社
、
昭
和
五
六
、
五
九
～
六
〇
頁
）
。

（
5
）
　
岩
波
文
庫
『
法
華
経
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
七
）
に
よ
る
。

（
6
）
　
五
趣
は
、
五
道
と
も
い
わ
れ
る
。
輪
廻
転
生
す
る
五
つ
の
あ
り
か
た
で
、
阿
修
羅
を

　
　
除
い
た
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
間
・
天
を
指
す
。
『
六
波
羅
蜜
多
経
』
巻
三
（
大
正

　
　
蔵
八
、
八
七
六
～
八
七
八
）
、
『
喩
伽
師
地
論
』
巻
四
（
大
正
蔵
三
〇
、
二
九
四
～
二
九

　
　
五
）
、
『
順
正
理
論
』
巻
二
（
大
正
蔵
二
九
、
四
五
六
）
。

（
7
）
　
『
大
智
度
論
』
巻
三
〇
（
大
正
蔵
二
五
、
二
八
〇
）
。

（
8
）
　
『
六
道
絵
相
略
縁
起
』
（
聖
衆
来
迎
寺
蔵
）
『
伝
承
文
学
資
料
集
第
十
一
輯
』
所
収
（
伝

　
　
承
文
学
研
究
会
、
昭
和
五
八
）
。

（
9
）
　
小
松
茂
美
氏
は
、
現
存
す
る
『
餓
鬼
草
紙
』
『
地
獄
草
紙
』
『
病
草
紙
』
が
、
「
も
と

　
　
蓮
華
王
院
の
六
道
絵
の
一
セ
ッ
ト
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
」
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い

　
　
る
。
（
「
餓
鬼
・
地
獄
・
病
草
紙
と
六
道
絵
」
『
日
本
絵
巻
大
成
』
七
、
中
央
公
論
社
、

　
　
昭
和
五
二
）
。

（
1
0
）
　
岩
本
裕
『
日
本
仏
教
語
辞
典
』
（
平
凡
社
、
昭
和
六
三
）
。

（
1
1
）
　
ひ
ろ
さ
ち
や
『
仏
教
説
話
大
系
l
l
・
地
獄
と
極
楽
1
ー
』
第
二
〇
巻
（
す
ず
き
出
版
、

　
　
昭
和
五
八
）
一
〇
三
～
一
〇
五
頁
。

（
1
2
）
　
『
源
信
』
（
日
本
思
想
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
五
）
に
よ
る
。

（
1
3
）
　
藤
井
智
海
『
往
生
要
集
の
文
化
的
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
五
三
）
に
、
詳
し

　
　
い
御
調
査
が
あ
り
、
以
下
引
用
す
る
藤
井
氏
の
御
論
は
、
す
ぺ
て
こ
の
書
に
よ
る
。

（
1
4
）
　
高
野
辰
之
編
『
日
本
歌
謡
集
成
』
巻
四
（
春
秋
社
、
昭
和
三
）
に
よ
る
。

（
1
5
）
　
注
（
1
4
）
前
掲
書
参
照
。

（
1
6
）
　
「
仏
名
会
」
は
、
淳
和
天
皇
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
に
行
わ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、

　
　
宮
中
恒
例
の
仏
事
と
な
っ
た
の
は
承
和
五
年
（
八
三
八
）
頃
か
ら
だ
と
い
わ
れ
る
。
速

　
　
水
侑
氏
に
よ
る
と
、
「
『
往
生
要
集
』
に
先
ん
じ
て
、
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
地
獄
思

　
　
想
形
成
に
直
接
影
響
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
仏
名
会
で
あ
ろ
う
。
」
と
推
察
さ
れ
て
い

　
　
る
。
（
『
地
獄
と
極
楽
I
l
『
往
生
要
集
』
と
貴
族
社
会
1
』
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成

　
　
一
〇
、
一
七
四
頁
）
。

（
1
7
）
　
家
永
三
郎
「
地
獄
変
と
六
道
絵
」
『
上
代
仏
教
思
想
史
研
究
』
（
法
蔵
館
、
昭
和
四
一
）

　
　
二
九
七
頁
。

（
1
8
）
　
谷
知
子
氏
は
、
こ
の
地
獄
絵
に
つ
い
て
、
『
起
世
経
』
の
八
大
地
獄
に
附
属
す
る
十

　
　
六
別
所
の
う
ち
、
十
四
番
目
の
「
剣
樹
、
剣
葉
地
獄
を
描
い
た
絵
を
見
た
も
の
で
あ
ろ

　
　
う
。
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
「
西
行
・
寂
然
・
慈
円
・
良
経
の
六
道
の
歌
を
読
む
」
『
和

　
　
歌
史
の
構
想
』
和
泉
書
院
、
平
成
二
）
が
、
私
は
『
往
生
要
集
』
に
記
し
て
い
る
衆
合

　
　
地
獄
を
描
い
た
絵
を
見
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
（
聖
衆
来
迎
寺
十
界
図
の
う
ち
、

　
　
衆
合
地
獄
絵
参
照
）
。

（
1
9
）
　
か
つ
て
川
田
順
氏
は
、
こ
の
地
獄
絵
連
作
を
「
東
山
長
楽
寺
巨
勢
広
高
（
広
貴
・
弘

　
　
高
）
筆
の
地
獄
絵
に
よ
っ
た
」
と
さ
れ
た
が
、
片
野
達
郎
氏
は
こ
の
連
作
と
地
獄
絵
と

　
　
の
綿
密
な
考
証
に
よ
っ
て
、
否
定
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
「
西
行
『
聞
書
集
』
の
「
地

　
　
獄
絵
を
見
て
」
に
つ
い
て
」
『
和
歌
文
学
研
究
』
第
二
一
、
昭
和
四
二
・
四
）
。
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（
2
0
）
　
注
（
9
）
前
掲
書
参
照
。

（
2
1
）
　
畑
中
多
忠
『
類
題
法
文
和
歌
集
注
解
』
全
五
巻
（
古
典
文
庫
、
平
成
五
）
は
、
「
大

　
　
焦
熱
獄
の
事
也
。
」
と
注
し
て
い
る
。

（
2
2
）
　
注
（
2
）
前
掲
書
、
　
一
五
六
頁
。

（
2
3
）
　
岩
波
文
庫
『
お
伽
草
子
』
（
昭
和
一
一
）
二
一
七
頁
。

（
2
4
）
注
（
2
3
）
前
掲
書
、
二
＝
頁
。

（
2
5
）
　
家
永
三
郎
氏
は
、
注
（
1
7
）
前
掲
書
で
地
獄
絵
・
地
獄
屏
風
が
本
来
も
っ
て
い
る
精

　
　
神
的
意
義
と
、
現
世
的
悦
楽
に
強
く
耽
溺
し
て
い
た
平
安
貴
族
・
知
識
人
た
ち
の
生
活

　
　
の
間
に
は
、
超
え
が
た
い
溝
が
あ
っ
た
と
推
論
さ
れ
た
。

（
2
6
）
　
注
（
8
）
前
掲
書
、
三
〇
四
頁
。

（
2
7
）
　
注
（
2
）
前
掲
書
、
一
五
九
～
一
六
一
頁
。

（
2
8
）
　
阿
修
羅
に
つ
い
て
は
、
真
保
亨
氏
が
『
六
道
絵
』
の
解
説
の
と
こ
ろ
で
詳
し
く
述
ぺ

　
　
ら
れ
て
い
る
。
（
『
六
道
絵
』
、
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
五
二
）
。

（
2
9
）
　
『
正
法
念
処
経
』
巻
一
＝
　
（
大
正
蔵
十
七
、
一
二
四
）
。

（
3
0
）
　
ま
た
、
『
平
家
物
語
』
巻
三
「
有
王
」
の
条
に
、
「
諸
阿
修
羅
等
、
居
住
大
海
辺
と
て
、

　
　
修
羅
の
三
悪
四
趣
は
、
深
山
大
海
の
ほ
と
り
に
あ
り
と
、
」
と
語
っ
て
、
『
法
華
経
』
法

　
　
師
功
徳
品
の
句
を
引
用
し
て
い
る
。

（
3
1
）
注
（
5
）
前
掲
書
。

（
3
2
）
　
『
聞
書
集
』
の
「
地
獄
ゑ
を
見
て
」
連
作
の
う
ち
に
も
、
「
う
け
が
た
き
人
の
す
が
た

　
　
に
う
か
み
い
で
Σ
こ
り
ず
や
た
れ
も
又
し
つ
む
べ
き
」
（
二
〇
一
）
と
詠
ん
で
い
る
。

（
3
3
）
　
二
念
三
千
」
と
は
、
天
台
実
相
論
の
基
本
を
な
す
観
法
で
あ
り
、
天
台
三
大
部
で

　
　
あ
る
『
摩
詞
止
観
』
『
法
華
玄
義
』
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
十
界
が
そ
れ
ぞ

　
　
れ
十
界
を
具
有
し
て
百
界
と
な
り
、
百
界
が
そ
れ
ぞ
れ
十
如
を
具
有
し
て
千
如
と
な

　
　
る
。
千
の
世
界
は
、
五
陰
と
衆
生
と
国
土
に
分
か
れ
て
三
千
界
と
な
る
。
（
梅
原
猛
『
地

　
　
獄
の
思
想
1
1
日
本
精
神
の
1
系
譜
』
中
央
公
論
社
、
五
九
～
六
二
頁
）
。
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